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〈千 歳 川 放 水 路 問 題〉

遊水地による千歳川

流域の治水対策

小野 有五

遊水地による内水氾濫対策

千 歳 川 流域 の洪 水 対 策 と して は まず 、(1)千歳 川

の水 位 を 下 げ る た め に、 千歳 川 が合 流 す る石 狩 川

の水 位 を下 げ る こと、 お よび 、(2)流域 の 洪 水 が堤

防 か ら越 流 す る外 水 氾 濫 で は な く、千 歳 川 の河 床

よ り低 い流 域 の平 野 に降 った 雨 が た ま って お き る

内水 氾 濫 で あ る こと か ら、 内 水 氾濫 へ の対 策 を考

え な けれ ば な らな い。

(1)につ いて は 、石 狩 川 河 口部 の シ ョー ト・カ ッ

トや石 狩 川 の 河川 改 修 に加 えて 、石 狩 川 と千歳 川

との合 流 点 に 背割 堤 を設 け る案 が最 も現 実 的 で あ

る。 開 発 局 の試 算結 果(図1)で も、 背 割堤 を つ

くった と きの 千歳 川 の洪 水 時 の 水位 は、 放 水 路 を

つ くった と きに 比 べ て 、 か な りの範 囲で 、 わ ず か

30㎝ ほ ど高 い だ け で あ り、 背割 堤 の有 効 性 が 実証

され て い る。

しか し流 域 に と って最 も深 刻 な 問題 は、 図1に

示 され て い る よ うに 、 ど ち らの 対策 を とった と し

て も河 川 の水 位 は依 然 と して まわ りの地 盤 高 を上

回 っ:てい る こ とで あ る。 この た め 、 内水 氾 濫 の 危

険 は解 消 しない 。

内水 氾濫 対策 と して は、現 在で もす で に、た ま っ

た水 を汲 み 上 げ るポ ソプ(排 水 機 場)が 千 歳 川 流

域 の 各地 につ くられ て お り、 ポ ソ プの処 理 能 力 は

か な り増 大 して い る。

しか しせ っか くポ ソプ で水 を汲 み 上 げ て も、 そ

れ を現 在 はた だ 千 歳川 に排 出 して い るた め、 千 歳

川 の水 位 が高 ま って くると、 ポ ソ プを 止 め な げれ

ば な らな い事 態 に な って い る ので あ る。

これ を 防 ぐた め には 、 ポ ソプで 汲 み上 げ た水 を 、

一次 的 にため てお くため の遊水 地 を積極 的 につ くっ

て い くほ か な い。千 歳 川 流 域 は 、 図2に 示 した よ

うに 、 もと も とは ほ とん ど が沼 と湿 地 で あ った 。

そ れ を長 年 か か って埋 立 て 、 排 水 して きた の で あ

る。 最 も大 きな排 水 事業 は、 食 料増 産 の ため 、 戦

時 中 か ら戦 後 に かけ て行 われ 、 最 後 まで残 って い

た 長都 沼(お さつ ぬ ま)も 排 水 され た。

しか し現在 は農 作 物 の過 剰 生 産 が 問題 とな って

お り、 排 水 に よ って 初 め て農 地 とな った よ うな条

件 の 悪 い 土地 は、 農 家 か ら も重 視 され な くな って

きて い るの が現 状 で あ る。 この よ うな低 湿 地 や 、

利 用 され て い な い 旧流 路 、 凹地 な どを さ らに広 げ

て遊 水 地 と して利 用 す れ ば、 表1に 示 した よ うに、

少 な くと も4,000万 ㌧ 程 度 の水 を一 時 的 にた め る

ことが 可 能 で あ る。

1,500haの 土 地 が必 要 と な るが 、 これ らは 現 在

で も ほ とん ど利 用 され て い な い か、 農 地 と して も

価 値 の 高 くな い部 分 で あ る。 そ れ らを遊 水地 化 す

る こと に よ って 、 よ り価 値 の高 い農 地 や 住宅 地 が

洪 水 か ら守 られ る こ と にな れ ば 、地 元 に と って は

大 きな利 益 とな る に ちが い な い。 内水 氾 濫 は千 歳

川 流 域 で は い つ発 生 して もお か し くな い状 況 に あ

る。 完 成 して い な けれ ば 治 水対 策 と して ま った く

役 に立 た ない 放水 路 の建 設 には 、少 な くと も20年

か か る ので あ り、前 述 した よ うに 、 た と え放 水 路

が完 成 して も内水 氾濫 の 危険 は去 らな い ので あ る。

地 元 と して は 、 まず 遊 水 地 化 を すす め、 ち ょっ と

した雨 で も生 じや す い 内水 氾濫 に備 え る こ とが 今

す ぐに求 め られ る最 善 の治 水 対策 で あ ろ う。

95 (20)



H的ht
m

10

5

O

鞭 魎 点 鰭 轡

月1's甜ka々

背 割堤 に よる代 替率(A)と、放 水 路計 画(B)によ る千歳 川 の水位図1
(北海 道開 発局 、1991の 資 料 を も とに した 小野 、1992に よる)

表1千 歳 川 流 域 の遊 水 池 計 画

遊 水 池 面 積 調 節 可 能 水 量

① 旧 ・長都 沼 800ha 2,500万 ㌧(水 深3m)

② 舞鶴橋右岸 30

③ 漁川合流点 40

④ 漁川～島松川合流点 185

⑤ 旧 ・夕張 川合 流点 75

1,500万 ㌧(水 深2m)

⑥ 夕張太～晩翠 125

⑦ 幌向運河 140

⑧ 田井 沼 ・馬蹄 沼 90

⑨ 泉の沼 15

計 1,500ha 4,000万 トソ
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(a)明 治42年(1909)部 分修 正 測 図 よ り (b)昭 和10年(1935)修 正 測 図 よ り

(c)昭 和35年(1960)修 正 図 よ り (d)昭 和50年(1975)改 測 図 よ り

図2千 歳川 流域 の沼 、河 川 と排水 路 の変遷(原 図5万 分 の1)
恵庭 図 幅(斎 藤 、1983に よる)
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